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＜参加会議名＞IEEE/RSJ International Conference 
　on Intelligent Robots and Systems 2012
＜開催場所＞Vilamoura, Algarve, Portugal
＜渡航期間＞ 2012年10月7日～ 12日
＜発表タイトル＞Perceptual Development Trig-
　gered by its Self-Organization in Cognitive Learning

　IROSは日本発の国際会議であり，知能ロボティ
クス分野の最も大きな国際会議の一つです．今回の
会議では11のセッションがパラレルに行われ，口
頭発表やワークショップ，招待講演が6日間にわた
って開催されました．
　私はロボットの「認知機能の獲得における発達的
制約」について口頭発表を行いました．発達的制約
とは，乳児の学習を促進する乳児の未熟さを指しま
す．私はそのアイデアを機械学習へ応用し，センサ
情報に分散の大きなガウシアンフィルタを故意に施
すことで，学習が促進されることを示しました．今
回，ロボットの学習課題として，自己（ロボット）
と他者（人）の運動の対応関係獲得問題を取り上げ
ました．この能力は他者運動の理解や模倣と関係し
ます．このことから，本研究はロボットの社会性獲
得としても注目を集め，本モデルと乳児の社会性発
達との対応について他の多くの研究者と議論するこ
とができました．
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